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ひとひと・まちまち・産業産業が躍動躍動する「健康健康・交流都市交流都市    かのやかのや」
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１月１月２月２月３月３月
３
日 

吾
平
地
域
成
人
式

４
日 

鹿
屋
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
看
板
掲
示

６
日 

平
成
22
年
鹿
屋
市
消
防
出
初
式

９
日 

名
物
あ
い
ら
木
市
祭（
10
日
ま
で
）

 

平
成
22
年
鹿
屋
市
体
育
協
会

 

　
「
け
い
こ
始
め
式
」

10
日 

平
成
22
年
鹿
屋
市
成
人
式

13
日 

県
内
で
４
年
ぶ
り
の
大
雪

18
日 

㈱
ハ
イ
パ
ー
ソ
フ
ト
と

 

　

立
地
協
定
を
締
結

24
日 

鹿
屋
市
長
選
挙
投
票
日

30
日 

く
し
ら
二
十
三
や
市（
31
日
ま
で
）

４
日 

山
下
栄
初
代
鹿
屋
市
長
退
任

５
日 

嶋
田
芳
博
第
２
代
鹿
屋
市
長
初
登
庁

７
日 

第
52
回
串
良
町
内
一
周
駅
伝
大
会

11
日 

平
成
21
年
度
鹿
屋
市
生
涯
学
習
大
会

13
日 

高
校
生
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル「
ヒ
メ
と
ヒ
コ

 

　

〜
あ
る
王
の
物
語
〜
」（
14
日
ま
で
）

14
日 

第
16
回
美
里
あ
い
ら

 

　

心
わ
く
わ
く
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

21
日 

山
宮
神
社
春
祭
り

５
日 

〝
お
お
す
み
〞食
＆
ア
グ
リ

 

マ
ッ
チ
ン
グ
フ
ェ
ア
２
０
１
０
in
鹿
屋

14
日 

東
九
州
自
動
車
道
の
曽
於
弥
五
郎
Ｉ
Ｃ

 

　

〜
末
吉
財
部
Ｉ
Ｃ
が
開
通

20
日 

鹿
屋
市
漁
協
直
販
施
設

 

　
「
み
な
と
市
場
」オ
ー
プ
ン

　

新
「
鹿
屋
市
」
が
誕
生
し
て
か
ら
、
今
年
は
鹿
屋

市
市
制
施
行
５
周
年
を
迎
え
る
節
目
の
年
と
な
り
ま

し
た
。
２
月
に
嶋
田
芳
博
第
２
代
鹿
屋
市
長
が
就
任

し
、
市
制
施
行
５
周
年
に
ま
つ
わ
る
各
種
行
事
や
イ

ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
４
月
20
日
に
宮
崎
県
で
家
畜
伝

染
病
の
口
蹄
疫
が
発
生
。
鹿
屋
市
で
も
口
蹄
疫
の
侵

入
を
阻
止
し
よ
う
と
「
か
の
や
ば
ら
祭
り
２
０
１
０

春
」
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
を
中
止
す

る
な
ど
様
々
な
対
策
が
と
ら
れ
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
多
大
な
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た

結
果
、
口
蹄
疫
の
侵
入
を
阻
止
す
る
こ
と
は
で
き
た

も
の
の
、
農
家
の
皆
さ
ん
の
み
な
ら
ず
、
景
気
や
経

済
な
ど
様
々
な
分
野
に
影
響
が
お
よ
び
、
多
く
の
傷

跡
を
残
し
ま
し
た
。

　

口
蹄
疫
問
題
に
ゆ
れ
た
今
年
。
こ
の
１
年
を
写
真

と
年
表
で
振
り
返
り
ま
す
。

今
年
１
年
を
振
り
返
り
ま
す○平成 22 年３月鹿屋市議会定例会本会

議で所信表明を行い、今後４年間の基
本方針を明らかにしました。

２月　嶋田芳博第２代鹿屋市長就任

○口蹄疫の侵入を阻止しようと消毒ポイントでは、懸命の消毒作業が行われました。
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４月４月
３
日 
旧
鹿
屋
航
空
基
地
特
別
攻
撃
隊

 

　

戦
没
者
追
悼
式

５
日 

平
成
22
年
度
鹿
屋
体
育
大
学

 

　

新
入
生
歓
迎
会

 

ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル

 

　

デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
号
打
ち
上
げ

６
日 

輝
北
町
農
業
公
社

 

　

研
修
生
終
了
式
及
び
受
入
式

10
日 

第
22
回
加
瀬
田
ヶ
城
旗

 

　

争
奪
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

11
日 

エ
ア
ー
メ
モ
リ
ア
ル
in
か
の
や 

 

　

２
０
１
０（
航
空
シ
ョ
ー
ほ
か
）

 

日
枝
神
社
畜
産
ま
つ
り

20
日 

宮
崎
県
都
農
町
で
口
蹄
疫
疑
似
患
畜

 

　

３
頭
を
確
認

 

宮
崎
県
口
蹄
疫
対
策
本
部
の
設
置

22
日 

県
内
で
い
ち
早
く
イ
ベ
ン
ト
を
中
止  

 

　
（
か
の
や
ば
ら
祭
り
２
０
１
０
春
）

 

　

以
後
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
を
中
止

24
日 

県
内
で
い
ち
早
く
全
農
家
に

 

　

消
毒
薬
を
配
布（
市
内
１
，８
４
３
戸
）

25
日 

鹿
屋
市
議
会
議
員
選
挙
投
票
日

27
日 

鹿
児
島
県
口
蹄
疫
対
策
本
部
の
設
置

28
日 

鹿
屋
市
口
蹄
疫
防
疫
対
策
本
部
を
設
置

 

　
（
対
策
会
議
述
べ
12
回
開
催
）

 

え
び
の
市
で
疑
似
患
畜
４
頭
を
確
認

○１月 13日から 14日にかけて、県内一
円で記録的な大雪に見舞われ、市内で
も 10㎝以上の積雪が観測されました。

１月　記録的な大雪

2010年を振り返る特集

５月５月６月６月
２
日 

肝
属
地
区
口
蹄
疫
防
疫
対
策
協
議
会
を

 

設
置（
協
議
会
述
べ
５
回
開
催
）

 

輝
北
町
上
百
引
及
び
垂
水
市
牛
根
に

 

消
毒
ポ
イ
ン
ト
を
設
置

 

　
（
８
月
11
日
ま
で
）

11
日 

え
び
の
市
で
疑
似
患
畜
１
頭
を
確
認

13
日 

え
び
の
市
で
疑
似
患
畜
２
頭
を
確
認

18
日 

宮
崎
県
非
常
事
態
宣
言

 

消
毒
ポ
イ
ン
ト
の
増
設

 

　
（
肝
付
町
新
富
花
牟
礼
地
区
）

19
日 

鹿
屋
市
防
災
会
議

23
日 

消
毒
ポ
イ
ン
ト
の
移
動

 

　
（
輝
北
町
上
百
引
↓
霧
島
市
福
山
町

 

　

福
山
活
性
化
セ
ン
タ
ー
前
駐
車
場
）

27
日 

消
毒
ポ
イ
ン
ト
の
増
設

 

　
（
串
良
町
細
山
田
立
小
野
地
区
）

１
日 

平
成
22
年
国
勢
調
査

 

　

鹿
屋
市
実
施
本
部
を
設
置

 

福
山
消
毒
ポ
イ
ン
ト
を
24
時
間
体
制
へ

３
日 

え
び
の
市
口
蹄
疫

 

　

移
動
搬
出
制
限
区
域
解
除

４
日 

鹿
児
島
県
２
市
２
町
で

 

　

移
動
搬
出
制
限
区
域
解
除

９
日 

都
城
市
で
疑
似
患
畜
３
頭
を
確
認

10
日 

鹿
児
島
県
準
非
常
事
態
宣
言

11
日 

肝
属
地
区
中
学
校
体
育
大
会
の

 

　

延
期
を
要
請

16
日 

福
山
消
毒
ポ
イ
ン
ト
に

 

　

車
両
消
毒
槽
を
設
置

17
日 

 

市
内
各
町
内
会
へ
イ
ベ
ン
ト
や

 

　

外
出
自
粛
を
要
請

○自衛隊機による編隊飛行などを目当て
に、県内外から約 64,400 人の航空ファ
ンや親子づれで、にぎわいました。

４月　エアーメモリアル in かのや 2010

○大隅地区の高校生と国分中央高校、大
島高校の生徒が協力したミュージカル
は、観客を感動の渦に巻き込みました。

２月　高校生ミュージカル「ヒメとヒコ」

○２市４町及び農協など関係11団体で組
織する肝属地区口蹄疫防疫対策協議会
が設置され、口蹄疫侵入阻止のための
対策を協議しました。

５月　肝属地区口蹄疫防疫対策協議会

○新鮮な海産物やかのやカンパチなどを
販売する漁協直営の「みなと市場」が
みなと食堂横にオープンしました。

３月　みなと市場オープン

○５年に１度の国勢調査。実施本部を設
置して円滑に進むように準備を行いま
した。

６月　国勢調査実施本部を設置

３月３月
27
日 

 

２
０
１
０
く
し
ら
桜
ま
つ
り

 

　
（
４
月
11
日
ま
で
）

30
日 

国
道
２
２
０
号
鹿
屋
バ
イ
パ
ス

 

王
子
〜
西
祓
川
間
４
車
線
化
供
用
開
始
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８月８月９月９月
１
日 

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

 

　

伝
達
式
及
び
出
発
式

２
日 

都
城
市
制
限
区
域
の
解
除

５
日 

宮
崎
市
で
疑
似
患
畜
１
頭
を
確
認

６
日 

西
都
市
制
限
区
域
の
解
除

11
日 

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
投
票
日

23
日 

鹿
屋
市
小
学
校
水
泳
記
録
会

27
日 

 

98
日
ぶ
り
に
宮
崎
県
内
全
域
で

 

　

移
動
搬
出
制
限
区
域
の
解
除

 

県
中
学
校
総
合
体
育
大
会

 

　

水
泳
競
技
大
会（
28
日
ま
で
）

29
日 

曽
於
中
央
家
畜
市
場
子
牛
せ
り
市
再
開

１
日 

高
須
町
祇
園
祭

２
日 

美
里
吾
平
早
期
米
イ
ク
ヒ
カ
リ
出
発
式

９
日 

肝
属
中
央
家
畜
市
場
子
牛
せ
り
市
再
開

15
日 

終
戦
記
念
日
の
集
い

16
日 

第
１
回
地
域
再
生
会
議

21
日 

平
成
22
年
度
国
民
体
育
大
会

 

第
30
回
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
弓
道
競
技

24
日 

百
引
中
校
区
を
か
わ
き
り
に

 

　

市
長
と
語
る
車
座
会
議
を

 

　
　

全
14
中
学
校
区
で
順
次
開
催

26
日 

㈱
ア
イ
テ
ィ
ー
プ
ラ
ス
と

 

　

立
地
協
定
を
締
結

27
日 

宮
崎
県
が
口
蹄
疫
終
息
を
宣
言

28
日 

美
里
あ
い
ら
花
火
大
会

２
日 

鹿
屋
市
立
南
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

 

　

供
用
開
始

 

吾
平
町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

 

　
（
３
日
ま
で
）

○全地区で移動制限が解除され、曽於中央家畜市場では５か月ぶり
に、肝属中央家畜市場では４か月ぶりに子牛のせり市が行われま
した。

８月　口蹄疫の影響で延期されていたせり市が再開

○「市長と語る車座会議」を全 14中学校区ごとに開催しました。延
べ 633 人の市民の皆さんが参加され、市政運営に関する様々な意
見をいただきました。

８月　全 14中学校区で「市長と語る車座会議」を開催

○小学校 17 校、中学校７校に約 6,000 食の給食を提供できる「鹿
屋市立南部学校給食センター」の供用が開始されました。

９月　鹿屋市立南部学校給食センターが供用開始

○新「鹿屋市」が誕生して５年を迎えたことを記念して鹿屋市市制
施行５周年記念式典を開催し、各分野で市政発展に貢献された皆
さんを表彰する市政功労者表彰などを行いました。

11 月　鹿屋市市制施行５周年記念式典を開催

７月７月
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10 月10 月

10 月10 月11 月11 月12 月12 月

１
日 

鹿
屋
体
育
大
学
と
の

 

　

連
携
に
関
す
る
協
定
を
締
結

 

輝
北
町
戦
没
者
追
悼
式

 

輝
北
町
合
同
福
祉
ス
ポ
ー
ツ
大
会

８
日 

鹿
児
島
県
口
蹄
疫
対
策
本
部
を
解
散

９
日 

第
５
回
輝
北
ダ
ム
一
周
駅
伝
競
走
大
会

10
日 

串
良
地
区
各
校
区
大
運
動
会

 

第
44
回
吾
平
町
体
育
大
会

11
日 

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
in
か
の
や

12
日 

鹿
屋
市
口
蹄
疫
防
疫
対
策
本
部
を
解
散

14
日 

Ｂ
Ｓ
日
本
の
う
た　

公
開
録
画

15
日 

旧
海
軍
航
空
隊
串
良
基
地

 

　

出
撃
戦
没
者
追
悼
式

17
日 

大
隅
湖
レ
イ
ク
サ
イ
ド

 

　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

 

国
際
理
解
イ
ベ
ン
ト

 

　
「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ｄ
ａ
ｙ
」

22
日 

第
28
回
鹿
屋
市
合
同
金
婚
式

 

鹿
屋
の
農
を
語
る
交
流
会

23
日 

か
の
や
ば
ら
祭
り
２
０
１
０
秋

 

　
（
11
月
28
日
ま
で
）

24
日 

第
51
回
大
隅
地
区

 

　

中
学
女
子
新
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

 

第
34
回
鹿
屋
市
保
健
福
祉
フ
ェ
ス
タ

 

第
１
０
１
回
吾
平
町
敬
老
会

29
日 

吾
平
町
文
化
祭（
31
日
ま
で
）

30
日 

鹿
屋
市
文
化
祭（
11
月
７
日
ま
で
）

 

串
良
町
文
化
祭（
11
月
７
日
ま
で
）

31
日 

第
７
回
鹿
屋
市
漁
協
み
な
と
ま
つ
り

７
日 

鹿
屋
市
市
制
施
行
５
周
年
記
念
式
典

９
日 

産
学
連
携
ラ
ボ
ツ
ア
ー

10
日 

鹿
児
島
県
口
蹄
疫
防
疫
演
習（
串
良
町
）

14
日 

第
33
回
吾
平
町
農
業
祭

15
日 

元
気
な〝
か
の
や
〞

 

　

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
売
開
始

19
日 

東
九
州
自
動
車
道
建
設
促
進
地
方
大
会

20
日 

輝
北
町
商
工
会
秋
祭
り

21
日 

星
の
ふ
る
さ
と

 

　

輝
北
ま
つ
り
２
０
１
０

 

第
32
回
鹿
屋
市
秋
ま
つ
り
歩
行
者
天
国

 

鹿
屋
市
民
駅
伝

 

　
「
か
の
や
ロ
ー
ズ
ヒ
ル
駅
伝
」

23
日 

第
35
回
く
し
ら
黒
土
祭
り

 

串
良
町
商
工
会
秋
ま
つ
り

 

第
34
回
鹿
屋
市
農
業
ま
つ
り

26
日 

「
ま
っ
の
な
か
フ
ェ
ス
タ
」

 

　

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
式
及
び

 

　

ク
リ
ス
マ
ス
市
民
大
パ
ー
テ
ィ
ー

27
日 

第
10
回
ツ
ー
ル
・
ド
・
お
お
す
みeco

 

　

サ
イ
ク
リ
ン
グ
大
会（
28
日
ま
で
）

28
日 

文
化
財
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

４
日 

二
科
展（
12
日
ま
で
）

５
日 

か
の
や
第
九
演
奏
会

19
日 

第
４
回
吹
奏
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

○同級生や保護者の声援を受けながら、
日ごろの練習の成果を発揮し、記録更
新を目指して泳ぎました。

７月　鹿屋市小学校水泳記録会

○秋の夜空をレーザー光線と花火が彩り
約 6,000 人の観客は、その美しさに酔
いしれました。

10 月　レイクサイドフェスティバル

○吾平町の早期米がコシヒカリから良食
味で収量の多いイクヒカリへ全面転換
され、初出荷を祝いました。

８月　美里吾平新米イクヒカリ初出荷

○口蹄疫の影響を受け疲弊した地域経済
を活性化するため、プレミアム商品券
の販売を開始しました。

11 月　元気な ”かのや ”プレミアム
　　　 商品券を販売

○多発する交通事故を防止し、交通死亡
事故ゼロを目指して決起大会を行いま
した。

９月　交通死亡事故ゼロ決起大会

○リナシティかのや周辺に約10万個のイ
ルミネーションが飾られ、一足早いク
リスマス気分を味わいました。

11 月　イルミネーション点灯式

９月９月
12
日 

第
44
回
串
良
町
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

17
日 

星
塚
敬
愛
園
敬
老
祝
賀
会

20
日 

輝
北
地
区
校
区
敬
老
行
事

21
日 

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
決
起
大
会

25
日 
オ
レ
ン
ジ
パ
ー
ク
串
良
が
開
園

 
第
14
回
笠
之
原
十
五
夜
大
綱
引
き
大
祭

2010年を振り返る特集
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鹿
屋
市
学
校
給
食
運
営
基
本

方
針
を
作
成

　

平
成
17
年
に
食
育
を
「
生
き

る
上
で
の
基
本
」
と
し
て
位
置

づ
け
た
食
育
基
本
法
の
施
行

や
、
平
成
21
年
に
給
食
の
目
的

が｢

食
生
活
改
善｣

か
ら｢

食

育
の
推
進｣

へ
変
更
に
な
っ
た

学
校
給
食
法
の
改
正
な
ど
に
よ

り
、
給
食
事
業
に
お
け
る
自
治

体
の
責
務
が
よ
り
求
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
市
で
は
給
食
事
業

の
あ
り
方
を
見
直
し
、
平
成
21

年
度
に
鹿
屋
市
学
校
給
食
運
営

基
本
方
針
を
作
成
し
ま
し
た
。

学
校
給
食
運
営
の
基
本
目
標

①
食
育
を
推
進
し
ま
す
。

②
食
の
安
全
・
安
心
を
推
進
し

ま
す
。

③
地
産
地
消
を
推
進
し
ま
す
。

④
透
明
・
公
正
・
効
率
的
・
効

果
的
な
運
営
を
行
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
学
校
教
育
課

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
３
７

シ
リ
ー
ズ
「
食
」
と
「
農
」
の
交
流
づ
く
り
⑤

学校における食育推進 食に関する指導のねらい

だれが？

校長のリーダーシップの下に関係教職

員が連携・協力しながら、栄養教諭が中

心になり組織的に行う。

いつ？どこで？

食に関する指導として各教科、特別活

動、総合的な学習の時間等の学校教育

活動全体を通して行う。

食事の喜び、楽しさを理解する。

食事の重要性●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

心身の成長や健康の保持増進のうえで望ましい栄養
や食事のとり方を理解し、自ら管理していく能力を
身に付ける。

心身の健康●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

正しい知識・情報に基づいて、食物の品質及び安全性
等について自ら判断できる能力を身に付ける。

食品を選択する能力●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

食事を大切にし、食物の生産等にかかわる人々へ感
謝する心をもつ。

感謝の心

食事のマナーや食事を通じた人間関係形成能力を身
に付ける。

社会性●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

各地域の産物、食文化や食にかかわる歴史等を理解
し、尊重する心をもつ。

食文化●

鹿
屋
の
食
材
で
元
気
百
倍
！

学
校
で
取
り
組
む

食
育

地産地消を取り入れた学校給食

毎
月

1919
日日
は

か
の
や

か
の
や
食
育
の
日

食
育
の
日

6

本日の献立
●ごはん（鹿屋産ひのひかり）
●牛乳
●鹿屋黒豚のみそ汁
 （鹿屋産:黒豚・大根・葉ねぎ・み
そ・こんにゃく・中揚げ）
●まぐろのナッツソースかけ
 （鹿屋産:深ねぎ・しょうゆ）



　

○種をまいて４日も経つともう芽が出ていて、すくすく育て
と思いながら水をあげました。　　　　　　　（今村茉鈴）

○日光に当てないように気を付けながら育て、水やりも交代
でしました。 　　  　 　　　 （篠原菜々子）

01 育苗 ６月４日
　

02 田植え ６月29日

○いよいよ田植えが始まりました。手作
業でしたのですごく疲れました。機械
で作業をしているのをみるとすごく
楽に見えました。　　 （淺井優希菜）

○植えたときに腰が痛くなりました。機
械で全部やった方がいいと思いまし
た。   　 （宇治野陽介）　

　
03 稲刈り 10月14日

○慣れると簡単だった。稲か草か分からない
のがありました。とってもかゆかったけど
がんばったと思います。　　 　（岡留洸太）

○稲を５束ずつ集めて結ぶ作業がとっても疲
れました。   　 （中橋海斗）

04 脱穀 10月28日

○コンバインという機械でごみとわらとお米の区別が
できることがすごいと思いました。　 （末吉カノン）

○機械であっという間に脱穀され、袋詰めされていき
ました。お米ができたのを見て、今までやってきた作
業がどれだけ大切かが分かりました。　 （池田志保）

　鹿屋市の小学校では、農林水産業体験をそれぞれの学校で行い、農林水産物に対する知識や愛着を深め
るとともに、食物や生産者に対する感謝の心を育てています。
　今回は、地域農家から田んぼを借り農家の皆さんを指導者として、稲作活動を行っている野里小学校の
稲作体験記を紹介します。
　野里小学校では、総合的な学習の時間で５年生児童を中心に、育苗から田植え・除草・稲刈り・脱穀までの
一貫した米作りを通して、食育・地域の農業・環境問題などを学習しています。この活動により、食の安全や
地域の農業、環境問題を学ぶだけでなく、地域農家の皆さんとふれあう機会も得ることができました。

野里小学校 稲作体験記

KANOYA  CITY
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第33回 吾平町農業祭
11月14日（日）
吾平振興会館

11月20日（土）・21日（日）11月20日（土）・21日（日）
輝北運動場輝北運動場星のふるさと輝北まつり2010星のふるさと輝北まつり2010

▲野菜の重量当てクイズ

▲牛乳の早飲み大会

▲丸太切り大会

▲ポニーも参加

卵のつかみ取り大会

▲

　11月14日、吾平振興会館周辺で五穀豊穣を祝う「第33回吾平町農業祭」が開催さ
れました。会場では、牛肉や農林産物の展示即売、各種イベントが実施され、大勢
の人がイベントを楽しんでいました。

　11月20日・21日、輝北運動場で「星のふるさと輝北まつり2010」が開催されました。
20日は星空歌謡コンテストの歴代チャンピオン大会などが開催され、また、秋祭りも
同日に開催されました。21日の本祭には、「角川博歌謡ショー」などが行われました。

▲ウルトラマン
　タロウショーを観戦

▲焼肉の無料試食会

▲文化協会発表会

▲だんご汁の試食会

▲角川博歌謡ショー

トラクターに試乗▲

鯉
と
鰻
の
つ
か
み
取
り
大
会

▲

第
１
１
２
回
宮
下
相
撲
大
会

▲

▲中学校歌の祭典

8



11月23日（火）
鹿児島中央青果鹿屋支店
第一鹿屋青果地方卸売市場

第34回 鹿屋市農業まつり

11月23日（火）
串良平和公園第35回第35回第35回くしら黒土祭りくしら黒土祭りくしら黒土祭りくしら黒土祭り

　11月23日、串良平和公園で「第35回くしら黒土祭り」が開催され、串良産の牛肉販売や
農産物獲得クイズなどが行われました。また、同日に旧串良総合支所多目的駐車場で「負
けるな口蹄疫に！！串良町商工会秋祭り」も開催され焼肉大会などが行われました。

▲卵のつかみ取り大会

▲超豪華！！大抽選会
▲地元産牛肉販売

▲串良町商工会秋まつり焼肉大会

農産物獲得クイズ

▲

▲保育園児ステージショー

▲展示即売

　11 月 23 日、鹿児島中央青果鹿屋支店、第一鹿屋青果地方卸売市場で「第
34 回鹿屋市農業まつり」が開催されました。会場では、地場レストランや焼
肉コーナーも設けられ、どのコーナーも大勢の人でにぎわっていました。

▲

▲

ステージショー

利きいも大会

▲園芸共進会

▲焼肉コーナー

▲展示即売会

▲▲展示即売会

KANOYA  CITY
PUBLIC  RELATIONS9



か
の
や

か
の
や

　　
　　

ば
ら
祭
り

ば
ら
祭
り

２
０
１
０

２
０
１
０

秋秋
　
　

月
23
日
か
ら
11
月
28
日
ま

　
　

で
の
37
日
間
、『
か
の
や

ば
ら
祭
り
２
０
１
０
秋
』
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

期
間
中
は
、
中
高
生
な
ど

２
０
０
人
を
超
え
る
市
民
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
協

力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
ガ
ー

デ
ン
ス
テ
ー
ジ
な
ど
で
、
猿
回

し
や
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
な
ど
の

楽
し
い
大
道
芸
や
か
の
や
ば
ら

祭
り
の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
を
歌
う

ｄ
ｏ
ｋ
ｉ
ｄ
ｏ
ｋ
ｉ
の
コ
ン

サ
ー
ト
、
キ
ャ
ン
ド
ル
に
彩
ら

れ
た
夜
の
ば
ら
園
で
の
キ
ャ
ン

ド
ル
ナ
イ
ト
コ
ン
サ
ー
ト
、
ば

ら
ら
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
テ
ー
ジ

シ
ョ
ー
な
ど
、
様
々
な
イ
ベ
ン

ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ば
ら
園
に
は
、
県
内
外
か
ら

約
２
０
，０
０
０
人
が
来
園
し
、

一
輪
一
輪
が
色
鮮
や
か
な
秋
の

ば
ら
を
楽
し
み
ま
し
た
。

10

▲阿蘇猿まわし劇場の猿まわし

▲ベリーダンスと民族楽器のショー 

▲ばららファミリーステージショー  

▲太田瑠璃子ふれあいコンサート ▲ dokidoki ライブ 

▲ヒッピバルーンショー 
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〜
12
月
は
地
球
温
暖
化
防
止
月
間
で
す
〜

環
境
と
家
計
に
優
し
い

環
境
と
家
計
に
優
し
い

　

環
境
家
計
簿
を
つ
け
ま
し
ょ
う

　

環
境
家
計
簿
を
つ
け
ま
し
ょ
う

　

私
た
ち
が
日
常
生
活
を
送
る

中
で
、
地
球
温
暖
化
の
原
因
で

あ
る
二
酸
化
炭
素
を
少
な
か
ら

ず
排
出
し
て
い
る
こ
と
を
ご
存

知
で
し
ょ
う
か
。

　

寒
い
時
期
は
、
夏
場
に
比
べ

て
電
気
等
の
使
用
量
が
増
加
す

る
季
節
で
す
。
使
用
量
が
増
え

る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
に
比

例
し
て
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量

も
増
加
し
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
地
球
温
暖
化
対
策

と
し
て
マ
イ
バ
ッ
ク
や
マ
イ
箸

の
使
用
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
な
ど

の
取
組
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、

家
族
全
員
が
参
加
し
て
、
長
く

取
り
組
め
る
も
の
に
「
環
境
家

計
簿
」
が
あ
り
ま
す
。

　

環
境
家
計
簿
を
活
用
す
る
こ

と
で
、
日
常
生
活
の
中
で
電
気

や
ガ
ス
な
ど
を
使
用
し
た
際

に
、
地
球
温
暖
化
の
原
因
と
な

る
二
酸
化
炭
素
が
ど
の
く
ら
い

排
出
さ
れ
て
い
る
か
を
知
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
使
用
量
に
加
え
て
、

支
払
っ
た
金
額
も
一
緒
に
つ
け

る
こ
と
で
、
家
庭
内
で
無
駄
な

電
気
や
ガ
ス
な
ど
を
消
費
し
て

い
な
い
か
確
認
で
き
、
家
計
の

節
約
に
も
な
り
ま
す
。

　

一
人
暮
ら
し
を
し
て
い
る
人

な
ど
は
、
会
社
の
同
僚
や
学
校

の
友
人
等
と
一
緒
に
取
り
組
む

こ
と
で
、
気
軽
に
取
り
組
め
ま

す
。

　

住
み
や
す
い
環
境
を
作
る
に

は
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
取
組

が
必
要
で
あ
り
、
次
世
代
に
今

よ
り
も
住
み
や
す
い
環
境
を
残

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
環
境
と
家
計
に
効
果

が
あ
る
「
環
境
家
計
簿
」
に
取

り
組
ん
で
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　

な
お
、
環
境
家
計
簿
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
か
、
市
生
活
環
境

課
、
各
総
合
支
所
、
出
張
所
に

置
い
て
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

市
生
活
環
境
課

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
１
５

　生活の中でどのような種類のエネルギーをどれだけ使用しているのか、それによって二酸化炭素をど
のくらい排出しているのかを計算して、使用量の変化を見てみましょう。
　また、家計の節約にもなりますので、料金も入力しましょう。

家庭でできる環境家計簿

環境家計簿の利用について
　①まず、最初の１か月現在の状況をつけて基準月にします。
　②その後は、削減目標（例えば10％）を決めてつけてみましょう。
　　※ 電気・ガスの領収書には、前年同月分の使用量も記載されていますので、比較も可能です。
　　※ 排出係数は、環境省発表資料「家庭からの二酸化炭素排出量算定用排出係数」を使用しています。
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償
却
資
産
の
申
告
は
、
法
律

で
そ
の
資
産
の
所
在
地
の
市
町

村
長
に
対
し
て
毎
年
行
う
こ
と

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

事
業
主
の
皆
さ
ん
は
、必
ず
、

申
告
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●「
償
却
資
産
」
と
は

　

固
定
資
産
税
の
課
税
対
象
と

な
る
「
償
却
資
産
」
と
は
、
土

地
、
家
屋
以
外
で
事
業
用
に
使

わ
れ
る
資
産
を
い
い
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
事
業
主
が
そ
の
事

業
の
た
め
に
使
用
す
る
構
築

物
、
機
械
、
器
具
備
品
な
ど
が

「
償
却
資
産
」
に
あ
た
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
事
業
用
に
使
用
し

て
い
て
も
、
軽
自
動
車
税
等
の

課
税
対
象
に
な
っ
て
い
る
も
の

や
無
形
減
価
償
却
資
産
（
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
・
特
許
権
等
）
は
「
償

却
資
産
」
か
ら
除
か
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
正
当
な
理
由
が
な
く

申
告
を
し
な
か
っ
た
場
合
や
虚

偽
の
申
告
を
し
た
場
合
は
、
罰

金
な
ど
の
罰
則
が
適
用
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

事
業
主
の
皆
さ
ん　

償
却
資
産
の
申
告
の
準
備
は
お
済
み
で
す
か

　
　
　

〜
償
却
資
産
の
申
告
は
１
月
31
日
ま
で
で
す
〜

●飲食店
　 接客用家具、厨房設
備、テレビ、冷蔵庫、
レジスター　など

●理・美容業
　 理・美容いす、洗面
設備、タオル蒸し器、
サインポール　など

●病院・歯科医院
　 各種医療機器、調剤
機器、厨房設備、各
種キャビネット　
　など

●建設業
　 建設用重機、発電
機、ブロックゲー
ジ、カッター、ポ
ンプ　など

●アパート・駐車場経営
　 屋根付車庫、クー
ラー、ごみ収集ボッ
クス、アスファルト
舗装　など

●農業
　 農耕トラクター（小
型特殊を除く）、農
機具、家畜用設備、
ビニールハウス　
　など

●小売業
　 商品陳列ケース、陳
列棚、自動販売機、
冷蔵庫、冷凍庫　
　など

主な業種の具体的な対象物

確
定
申
告
な
ど
の
と
き

に
「
減
価
償
却
資
産
申

告
」
は
す
る
予
定
だ
け
ど
、「
償

却
資
産
申
告
」
も
し
な
い
と
い

け
な
い
の
？

減
価
償
却
資
産
申
告
は

税
の
控
除
を
目
的
に
申

告
す
る
も
の
で
、「
償
却
資
産

申
告
」
と
は
、
別
で
す
。
事
業

用
に
所
有
す
る
償
却
資
産
は
、

そ
の
資
産
の
所
在
地
の
市
町
村

長
に
対
し
て
申
告
し
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。

資
産
が
少
な
か
っ
た

り
、
毎
年
の
資
産
の
増

減
が
な
く
て
も
申
告
す
る
の
？

所
有
し
て
い
る
償
却
資

産
の
評
価
額
（
課
税
標

準
額
）
の
合
計
が
１
５
０
万
円

（
免
税
点
）
を
超
え
な
い
場
合

や
申
告
の
対
象
と
な
る
資
産
が

変
わ
ら
な
い
場
合
で
も
申
告
は

必
要
で
す
。
ま
た
、
耐
用
年
数

が
過
ぎ
た
資
産
に
つ
い
て
も
申

告
は
必
要
で
す
。

Ａ ＱＱＡ 償
却
資
産
Ｑ
＆
Ａ

● 

申
告
方
法
＝
以
前
申
告
し
た

こ
と
が
あ
る
事
業
主
に
は
、

12
月
中
旬
に
申
告
書
を
送
付

し
ま
す
。
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
減
価
償
却
計
算
明

細
書
や
固
定
資
産
台
帳
の
写

し
な
ど
資
産
の
内
訳
が
わ
か

る
も
の
を
添
付
し
て
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※
廃
業
、
休
業
、
事
務
所
移
転
、

解
散
、
名
称
を
変
更
し
た
場

合
も
そ
の
旨
を
申
告
書
に
記

載
し
、提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

● 

申
告
期
限
＝
平
成
23
年
１
月

31
日
（
月
）

　

ま
た
、
新
規
に
申
告
す
る
事

業
主
又
は
以
前
申
告
し
た
こ
と

が
あ
る
の
に
12
月
中
に
申
告
書

が
送
ら
れ
て
こ
な
い
事
業
主
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
告
先
】

市
税
務
課

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
１
２

●各業種共通するもの
事務所や店舗等内の
装飾 ( カウンター、
間仕切りなど )、パ
ソコン等の事務機
器、外部構築物（看
板、駐車場舗装、庭
園）、受変電設備、
空調設備　など
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Town  Topics
※　　　  は市旗です。市全体の話題の場合に表記しています。

鹿屋 KANOYAKANOYA
　10 月 31日、
古江町の鹿屋
市漁業協同組
合で「第７回
鹿屋市漁協み
なとまつり」
が開催されま
した。
　このイベン
トは、「かのや
カンパチ」等
の魚食普及や
地産地消推進
を目的に行われたもの。当日は、
漁船パレードや魚のさばき方教室
などが行われたほか、カンパチの
つかみどり大会では、カンパチを
必死に追いかける子どもたちに保
護者も声援を送っていました。

恒例、カンパチ恒例、カンパチ
つかみどりに熱狂つかみどりに熱狂

鹿屋 KANOYAKANOYA

　11月21日、中央地区商店街で
「第 32 回鹿屋市秋まつり歩行者
天国」が開催されました。
　当日は、商店街約 800 ｍが歩
行者天国となり飲食店など約 50
店舗が軒を並べたほか、会場２か
所に設置された特設ステージなど
ではひょっとこ踊りやダンス、マ
ジックショー、歌謡ショーなどが
披露され、およそ２万人を超える
観客でにぎわいました。

　11 月14日、イベント広場や本
町周辺で「夜遊びをしない・させ
ない街づくり決起大会及びパレー
ド」が開催されました。
　昨年、深夜における少年補導件
数が県下ワースト２という実態を
踏まえて、地域が一体となった取
組を行おうと開催。当日は、中学
生・高校生代表による意見発表な
どが行われたあと、参加者全員に
よるパレードが行われました。

「ばらら」ロボットが日本一

　 11月21日、東京の
両国国技館で全国高
等専門学校ロボット
コンテストがあり、
かのやばら園のマス
コット「ばららちゃ
ん」をモデルにした
ロボットで挑んだ鹿
児島高専チームが優
勝しました。
　 同 チ ー ム で は、
リーダーの津曲亮介
さんが鹿屋市出身で
あることなどをきっかけに、「ばららちゃん」をロボットのモデルとして採
用。本物顔負けの可愛いロボットばららを作り上げました。
　コンテストは、二足歩行ロボットで人を乗せた車を運ぶ速さを競うも
ので、全国８地区の予選を通過した25チームが出場。鹿児島高専チームの
「ばららロボット」は、かわいい見た目とは裏腹の堂々とした走りを披露
し、見事、全国制覇を成し遂げました。

　11 月15 日、鹿屋商工会議所で
「元気な“ かのや” プレミアム商品
券販売開始セレモニー」が行われ
ました。
　これは、今年宮崎県で発生した
口蹄疫の影響で疲弊した地域経済
の活性化を目的に発行されたも
の。この商品券は、市内の加盟登録
を行った店舗で利用でき、鹿屋商
工会議所、吾平・輝北・串良町の商
工会で購入できます。

プレミアム商品券プレミアム商品券
販売開始販売開始

ホコ天、２万人にぎわうホコ天、２万人にぎわう
～鹿屋市秋まつり～～鹿屋市秋まつり～

犯罪・事故のない犯罪・事故のない
街をつくる街をつくる

KANOYA  CITY
PUBLIC  RELATIONS13



　11月 21日、吾平町で町内会対
抗による「第 38 回吾平町駅伝大
会」が開催されました。
　大会には、町内から 10 チーム
が参加。選手たちは、吾平路全
11 区間 19.2km のコースを、沿
道からの温かい声援を受けて走り
抜けました。結果は次のとおり。
１位＝中央町町内会
２位＝鶴峰東町内会
３位＝中央東町内会

　11 月８日、吾平町商工会駐車
場で「イルミネーション点灯式」
が行われました。
　今年で 10 年目を迎えるイルミ
ネーションは、商工会駐車場に電
飾で彩られたクリスマスツリーや
サンタクロースを、街路樹 108
本に電飾を飾るなど、吾平町商店
街の名物になっています。期間は、
平成 23年１月 15日までの 17時
30分から 20時まで点灯します。

吾平 AIRAAIRA

　10月26日、鹿屋運動公園陸上
競技場で「第64回鹿屋市小学校陸
上記録会」が開催されました。
　この大会は、陸上競技の技能向
上と学校間の親睦を図ることを目
的に行われ、市内31小学校の５・
６年生約 400人が参加。当日は、
短・中・ハードル走、走り幅跳び、
高跳びなどが行われ、日ごろの練
習の成果を出し切って記録更新を
目指して競技しました。

　11月21日、
霧島ヶ丘公園
で「かのや市
民駅伝大会～
かのやローズ
ヒル駅伝～」
が開催されま
した。
　これは、市
内の小学校区
対抗駅伝競技を通して市民が一体となり、健康づく
りや優秀な選手の育成など、スポーツ振興や地域の
活性化に寄与するために、市内全校区を対象に今年
初めて開催。当日は、13 区間で行われ、各校区の小
学生から社会人までの代表が懸命の走りでたすきを
つなぎました。
　また、開催にあたり名称を公募したところ、平山
江里子さん（南町）が考えた「かのやローズヒル駅伝」
が選ばれ、表彰式も行われました。

各小学校区の代表が各小学校区の代表が
懸命にたすきをつなぐ懸命にたすきをつなぐ

　11月 26日、リナシティかのやで「イルミネーショ
ン点灯式＆クリスマス市民大パーティ 2010」が開催
されました。
　会場に訪れた市民は、華やかなイルミネーション
の点灯や花火とレーザー光線の競演など、きらびや
かに輝く光の渦に歓声をあげていました。
　イルミネーションは、まちなかパーク・イベント
広場周辺の木々などに、約10万個の電飾を施してあ
ります。期間は、平成 23 年 1月 10 日までの 18 時
から 24時まで点灯します。ぜひ、ご覧ください。

吾平路を駆け抜ける吾平路を駆け抜ける

イルミネーションイルミネーション
鮮やかに鮮やかにまちを彩るまちを彩る

記録更新を目指す記録更新を目指す
吾平 AIRAAIRA吾平町イルミネーション吾平町イルミネーション
10周年を迎えます10周年を迎えます
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　11 月６日、リナシティかのや
で、「鹿屋市歯科医師会歯っぴい
スタンプラリー」が開催されまし
た。これは、11 月８日の「いい
歯の日」にちなんで市民の皆さん
にに歯の健康に興味を持ってもら
おうと行われたもの。当日は、小・
中学生など約 200 人が参加して、
歯に関する相談、健診、ブラッシ
ング指導など、歯の健康について
真剣に学びました。

　鹿屋市市制施行５周年を記念し
て、「トップは語る」と題したテ
レビ番組が、MBC（南日本放送）で、
平成 23 年１月３日、午前 10 時
30 分～ 45 分（15 分間）で放送
されます。新鹿屋市誕生からの 5
年を振り返るとともに、これから
の鹿屋市の未来について、嶋田芳
博市長がインタビュー形式で出演
し、熱い思いを語ります。
　ぜひ、ご覧ください。

　11 月 23 日、リナシティかの
やホールで、「鹿屋市自主文化事
業第16回青少年いきいき文化祭」
が開催されました。
　これは、青少年の豊かな心を育
むために行われているもので、幼
児から高校生まで約 200 人が出
場。会場では、民謡、舞踊、バレ
エ、ダンスなどが披露され、出場
者は大勢の観客の前で、日ごろの
練習の成果を披露しました。

　　

　10 月30 日から11 月７日まで、
串良公民館及び別館大ホールで
「第39 回串良町文化祭」が開催さ
れました。
　30日・31日には、保育園児など
による遊戯、舞踊、ピアノ演奏など
の舞台発表が行われ、多くの人が
訪れました。また、期間中は、書道
や生け花などの展示発表のほか、
串良幼稚園の保護者によるバザー
なども行われました。

第39回串良町文化祭第39回串良町文化祭

　10月29日から31日までコミュ
ニティセンター吾平振興会館大
ホールで「第34回吾平町文化祭」
が開催されました。
　31日には、オーケストラによる
演奏や三味線、フラダンス、舞踊な
どの舞台発表が行われ、多くの観
客を魅了しました。
　また、期間中は、書道や陶芸、生
け花、ドライフラワーなどの展示
発表も行われました。

　10月30日から11月７日まで、
市文化会館及び市中央公民館・リ
ナシティかのやで「第 41 回鹿屋
市文化祭」が開催されました。
　30日と 31日は、市文化協会会
員の皆さんなどによる舞踊、小中
学生による合唱など、３日には、
演劇の舞台発表が行われ、たくさ
んの観客が訪れました。
　また、期間中は、書道や絵画な
どの展示発表も行われました。

第34回吾平町文化祭第34回吾平町文化祭 第41回鹿屋市文化祭第41回鹿屋市文化祭

各 地 区 で 文 化 祭 を 開 催各 地 区 で 文 化 祭 を 開 催

歯の健康について学ぶ歯の健康について学ぶ 平成 23年１月３日平成 23年１月３日
テレビ放映テレビ放映

200人が練習の成果披露200人が練習の成果披露
～青少年いきいき文化祭～～青少年いきいき文化祭～
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　11 月９日、鹿屋体育大学と県
農業開発総合センターを視察・訪
問する「産学連携ラボツアー」が
開催されました。
　このツアーは、今後の共同研究・
新商品開発等への第一歩にしよう
と市内企業や団体等から約 30 人
が参加。大学や公設試験研究機関
が取り組んでいる研究開発分野や
施設等を見学し、新たな可能性を
模索しました。

輝北 KIHOKUKIHOKU

　11月８日、輝北総合支所で「鹿
屋市消防団協力事業所表示証交付
式」が行われました。
　今回、市内で初めて認定された
のは、輝北町の森建設。この認定
は、事業所をあげて地域の消防団
活動に協力をしてくれる事業所を
鹿屋市が認定。「会社をあげて消
防団をバックアップし、安全安心
な街づくりにつなげたい」と抱負
を話されました。

市内で初めて市内で初めて
消防団協力事業所に認定消防団協力事業所に認定

　奄美大島で発生した豪雨災害に
伴い、市役所に義援金箱を設置
しました。市役所を訪れる来庁
者の皆さんや秋岡ハウジング久
心会、上野・上大塚原上・寿２丁
目町内会の皆さんのご協力により
265,164円の寄附金が集まりまし
た。市民の皆さんの温かいご協力
ありがとうございました。義援金
は、社会福祉協議会を通して、奄
美大島の復旧に役立てられます。

　11 月10 日、串良平和アリーナ・県農業開発総合
センター大隅支場で自治体関係者や畜産団体関係者
等約 800 人が参加して「鹿児島県口蹄疫防疫演習実
施訓練」が実施されました。
　午前中は、防疫対策に関する講演や机上演習を、
午後からは肥育牛 400 頭規模農場において口蹄疫発
生を想定した実地訓練が行われました。模型の感染
牛を使った実地訓練では、防疫作業の事前準備から
農場退場までを本番さながらの緊迫した訓練を実施。
参加者は、口蹄疫に対する理解を深め、初動体制の
必要性や危機管理意識を高めていました。

　11 月19 日、鹿屋市
文化会館で東九州自動
車道の早期全線開通を
求める「東九州自動車
道建設促進地方大会」
が開催されました。
　この大会は、九州全
体の産業・経済・観光・
文化などの一体的発展
のための高速道路建設
予算の安定確保をア
ピールするもので、九
州管内からからおよそ
1,300 人が駆けつけま

した。当日は、東九州自動車道沿道の魅力とつなが
りに関する基調講演や沿線住民代表の意見発表など
が行われました。
　最後は、嶋田市長の音頭で頑張ろう三唱を行い、
早期全線開通への決意を新たにしました。

串良 KUSHIRAKUSHIRA
串良で口蹄疫防疫演習を開催串良で口蹄疫防疫演習を開催

東九州自動車道建設促進鹿屋大会を開催東九州自動車道建設促進鹿屋大会を開催
九州管内から 1,300 人参集九州管内から 1,300 人参集

奄美大島の奄美大島の
１日も早い復興を願う１日も早い復興を願う産学連携ラボツアーを開催産学連携ラボツアーを開催
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　平成 23 年３月から５月まで開
催予定の全国都市緑化かごしま
フェアの協賛会場になっている、
輝北うわば公園メイン花壇 1,500
㎡では、９月下旬から 10 月中旬
まで、約 50 万本のコスモスが見
ごろをむかえました。このコスモ
スは、笠之原石油から提供いただ
いたもので、家族連れや写真撮影
をする人など、延べ 4,500 人がコ
スモス観賞を楽しみました。

　11月 18日、コミュニティセン
ター吾平振興会館で「美

うましさと

里吾平地
域活性化フォーラム」が開催され
ました。
　これは、住民自治の拡充、地域
内分権を推進するために、吾平地
域に地域コミュニティ協議会を設
置しようと行われたもの。当日は、
先進地の例を参考に、設置に至る
までの取組や補助金の活用方法な
ど、具体的実践策を探りました。

吾平 AIRAAIRA

　11 月16 日、リナシティかのや
からイベント広場をつなぐ木橋の
塗装塗り替えのボランティア作業
が行われました。
　これは、「いい色塗装の日」にち
なんで、鹿児島県板金塗装工業協
同組合鹿屋支部が行ったもので、
同支部７社12人が参加。当日は、
塗装を塗り替える作業や清掃に、
参加者は汗を流し、みちがえるよ
うにきれいになりました。

　11月２日、南小学校全校児童が
南町の清水川にホタルの幼虫を放
流しました。
　これは「ホタルと水と緑を守る
会」の協力を得て行われたもので、
幼虫約200 匹を放流。
　参加した児童は、一匹一匹丁寧
に放流し「元気に育って来年の５
月ごろには、きれいな光を放つホ
タルを見るのが楽しみです」と話
してくれました。

　11 月７日、リナシティかのや
で縁結びイベント「ハッピーワー
クで赤い糸」が開催されました。
　このイベントは、出会いの機会
が減少している独身男女の交流を
促進するために行われたもので、
今回で２回目。当日は、ひらがな
言葉作りやソフトバレーボールな
どのレクリエーションや昼食会な
どが行われ、参加した男女 27 人
は、楽しい時間を過ごしました。

縁結びイベントを開催縁結びイベントを開催

共生・協働で共生・協働で
進めるまちづくりを実践進めるまちづくりを実践

　11 月６日、南町で「コスモス
の観賞会」が行われました。
　これは、南清水川水利組合活動
組織が「農地・水・環境保全向上
対策事業」の一環として行ってい
るもの。今年は約2.5haの水田に、
昨年咲いたコスモスからとった種
をまき、約 200 万本が開花しま
した。観賞会に訪れた約250人は、
きれいに咲き誇るコスモスに魅了
されていました。

輝北 KIHOKUKIHOKUコスモス観賞にコスモス観賞に
4,500人にぎわう4,500人にぎわう

鹿屋 KANOYAKANOYA 鹿屋 KANOYAKANOYAボランティアでボランティアで
塗装塗り替え塗装塗り替え ホタルの幼虫を放流ホタルの幼虫を放流

鹿屋 KANOYAKANOYA200万本の200万本の
コスモスに魅了コスモスに魅了

KANOYA  CITY
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情報掲示板
Information

情報掲示板

日日 月月 火火 水水 木木 金金 土土

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30 31

2011 1月
日日 月月 火火 水水 木木 金金 土土

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31

2010 12月

い
。

●
申
請
方
法
＝
直
接
持
参
又
は

郵
送
で
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

●
そ
の
他
＝
今
回
の
登
録
申
請

で
有
効
と
な
る
登
録
期
間

は
、
平
成
23
年
４
月
１
日
〜

平
成
25
年
３
月
31
日
と
な
り

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先
】

　

〒
８
９
３ｰ

８
５
０
１

　

鹿
屋
市
共
栄
町
20ｰ

１

　

市
財
政
課
（
３
階
）

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
２
６

　「
小
動
物
園
」
は
年
末
年
始

も
開
園
し
ま
す

　

２
０
１
１
年
は
、
卯
（
う
さ

ぎ
）
年
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

小
動
物
園
は
年
末
年
始
も
休
ま

ず
開
園
し
ま
す
。

●
開
園
時
間
＝
９
時
〜
16
時
30

分
【
問
い
合
わ
せ
】

　

小
動
物
園

　

☎
０
９
９
４ｰ

44ｰ

０
６
３
１

物
品
及
び
業
務
委
託
等
入

札
・
見
積
り
へ
の
参
加
資

格
申
請

　

平
成
23
・
24
年
度
に
鹿
屋
市

が
調
達
す
る
物
品
及
び
業
務
委

託
等
の
入
札
・
見
積
り
に
参
加

希
望
の
人
は
、
関
係
書
類
を
添

え
て
期
限
内
に
物
品
調
達
等
入

札
（
見
積
）
参
加
資
格
申
請
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
今
回
の
申
請
は
、
２
年
に
１

回
の
更
新
申
請
に
な
り
ま
す

の
で
、
参
加
を
希
望
す
る
す

べ
て
の
人
が
対
象
に
な
り
ま

す
。

●
受
付
期
間
＝
平
成
23
年
１
月

５
日（
水
）〜
２
月
28
日（
月
）

●
申
請
書
等
＝
平
成
23
・
24
年

度
鹿
屋
市
物
品
調
達
等
入
札

（
見
積
）
参
加
資
格
申
請
書

提
出
要
領
に
記
載
の
と
お
り

で
す
。

※
申
請
書
及
び
提
出
要
領
は
、

市
財
政
課
に
直
接
又
は
郵
送

で
請
求
で
き
る
ほ
か
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。な
お
、

郵
便
で
請
求
す
る
場
合
は
、

90
円
切
手
を
貼
付
し
た
返
信

用
封
筒
を
同
封
し
て
く
だ
さ

募
集
・
申
請

お
知
ら
せ

平成23年鹿屋市消防出初式年鹿屋市消防出初式
　市では、鹿屋市消防団の全 47 消防分団を一
堂に集めて、平成 23 年鹿屋市消防出初式を開
催します。
　市民の皆さんの多数のご観覧をお願いします。

●日　時　平成 23年１月 9日（日）
 　 13 時 30 分～ 16時 30分
●場　所　串良平和公園陸上競技場
※雨天時は、14 時 30 分から串良平和アリーナで
開催します。

平成 23 年鹿屋市成人式
　市内在住の人はもちろん、市外居住者の新成
人の皆さんも、ぜひ、ご参加ください。
●日　時　平成 23年１月 9日（日）11時～
●場　所　市文化会館
●対象者　平成 2年４月２日から
　　　　　平成 3年４月１日までに生まれた人
※ 対象者は、案内状がなくても出席できますので
お気軽にご参加ください。

【問い合わせ】市総務課（３階）☎ 0994-31-1124【問い合わせ】市社会教育課（６階）☎ 0994-31-1138
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Information

な
ぜ
生
き
る         　

高
森
顕
徹
監
修

は
っ
け
よ
い 

の
こ
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　

か
ま
た
の
ぶ
こ
作

オ
オ
カ
ミ
が
や
っ
て
き
た
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
ち
だ
ち
え
作

な
す
の
与
太
郎　
　
　
　
　

川
端
誠
作

マ
マ
が
お
こ
る
と
か
な
し
い
の

　
　
　
　
　
　
　
　

せ
が
わ
ふ
み
こ
作

輝
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
図
書
室

　
　

☎
０
９
９
ー
４
８
６
ー
０
５
０
５

ゲ
ゲ
ゲ
の
女
房　
　
　
　

武
良
布
枝
著

こ
こ　
　

内
田
美
智
子
・
佐
藤
剛
史
著

ま
っ
す
ぐ
な
生
き
方　
　

木
村
耕
一
著

ち
ゅ
う
し
ゃ
な
ん
か
こ
わ
く
な
い　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

穂
高
順
也
作

く
す
の
き
だ
ん
ち
は
10
か
い
だ
て　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

武
鹿
悦
子
作

た
す
け
て
！　
　

ホ
リ
ー
・
ケ
ラ
ー
作

お
と
ん　
　
　
　
　
　
　

平
田
昌
広
作

ぐ
ー
ぐ
ー
ぐ
ー 

み
ん
な
お
や
す
み　

　
　
　
　
　
　
　

 

イ
ル
ソ
ン
・
ナ
作

串
良
公
民
館
図
書
室

　
　

☎
０
９
９
４
ー
63
ー
２
６
２
３

い
ぬ
の
お
ま
わ
り
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
石
真
由
美
著

家
族
の
勝
手
で
し
ょ
！　

岩
村
暢
子
著

一
億
二
千
万
の
殺
意　

西
村
京
太
郎
著

も
っ
た
い
な
い
か
ら
き
も
の
を
リ

フ
ォ
ー
ム　
　
　
　
　

包
山
奈
保
美
編

恐
怖
！
！
都
市
伝
説
第
２
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
川
陽
一
著

ぴ
か
ぴ
か
ド
キ
ド
キ　

　
　
　
　
　
　
　

あ
き
や
ま
た
だ
し
作

シ
ー
ト
ン
さ
ん
の
ど
う
ぶ
つ
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

谷
村
志
穂
訳

ち
ょ
ろ
ち
ょ
ろ
か
ぞ
く
の
あ
が
り
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
坂
涼
作

新
刊
図
書
の
案
内

市
立
図
書
館

☎
０
９
９
４

－

43

－

９
３
８
０

明
日
の
雨
は
。　
　
　
　
　

伊
岡
瞬
著

撃
て
な
い
警
官　
　
　
　

安
東
能
明
著

冬
の
童
話　
　
　
　
　
　
　

白
川
道
著

脳
に
よ
い
１
日
１
回
の
習
慣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

栗
田
昌
裕
著

肉
も
お
酒
も
楽
し
ん
で
糖
尿
病
が
良
く

な
る　
　
　
　
　
　
　
　

牧
田
善
二
著

最
小
の
努
力
で
結
果
を
出
す
超
合
格
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

荘
司
雅
彦
著

愛
と
ゆ
る
し　
　
　
　

日
野
原
重
明
著

小
さ
な
い
の
ち　
　
　
　

今
西
乃
子
作

サ
ン
タ
が
ま
ち
に
や
っ
て
く
る

　
　
　
　
　
　

と
お
や
ま
う
み
ひ
こ
作

ち
ょ
う
ど
い
い
よ　
　
　

竹
下
文
子
作

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　

吾
平
振
興
会
館
図
書
室

☎
０
９
９
４
ー
58
ー
６
０
３
６

光
媒
の
花　
　
　
　

  

道
尾
秀
介
著

が
ん
ば
れ
！
！
小
さ
き
生
命
た
ち
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

村
田
修
一
著

あ
な
た
が
総
理
に
な
っ
て
、
い
っ
た
い

日
本
の
何
が
変
わ
る
の　
　

管
伸
子
著

ふ
る
さ
と
納
税
の
呼
び
か

け
を
お
願
い
し
ま
す

　
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
と
は
、

ふ
る
さ
と
の
発
展
の
た
め
に

「
応
援
し
た
い
」「
貢
献
し
た
い
」

と
い
う
一
人
ひ
と
り
の
思
い
を

寄
附
金
と
い
う
形
で
応
援
し
て

い
た
だ
く
も
の
で
、
応
援
し
た

い
自
治
体
へ
寄
附
し
た
場
合
、

「
寄
附
金
受
領
証
明
書
」
を
添

付
し
、
確
定
申
告
を
行
う
こ
と

に
よ
り
、
所
得
税
や
個
人
住
民

税
の
軽
減
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

市
で
は
、「
ふ
る
さ
と
鹿
屋

応
援
寄
附
金
」
と
し
て
、
県
外

に
在
住
し
て
い
る
市
出
身
者
等

へ
協
力
を
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
も
、
年

末
年
始
に
「
ふ
る
さ
と
鹿
屋
」

に
帰
省
さ
れ
る
、
ご
家
族
、
ご

親
戚
等
へ
ふ
る
さ
と
納
税
制
度

の
Ｐ
Ｒ
や
、
寄
附
の
呼
び
か
け

を
お
願
い
し
ま
す
。

※「
ふ
る
さ
と
納
税
」を
か
た
っ

た
寄
附
の
強
要
や
詐
欺
行
為

に
は
十
分
に
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
お
申
し
込
み
の
な
い
人

へ
、
電
話
で
振
込
先
を
お
伝

え
し
て
送
金
を
お
願
い
す
る

こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
企
画
調
整
課
（
３
階
）

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
２
５    

「
就
農
相
談
会
」
の
開
催

　

市
で
は
「
新
た
に
農
業
に
取

り
組
ん
で
み
た
い
人
」
や
「
農

業
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
人
」

を
対
象
に
就
農
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。
ま
た
、
あ
わ
せ
て
肝

属
地
区
就
農
・
就
業
相
談
も
開

催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

●
開
催
日
＝
平
成
23
年
１
月
４

日
（
火
）
10
時
〜
16
時

●
場
所
＝
市
産
業
支
援
セ
ン

タ
ー

●
内
容
＝
就
農
相
談
や
新
規
就

農
支
援
事
業
等
の
説
明

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
農
政
水
産
課
（
２
階
）

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
１
７

「
低
線
量
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
肺

が
ん
検
診
」
の
費
用
を
一

部
助
成
し
ま
す

　

県
で
は
、
肺
が
ん
の
早
期
発

見
に
有
効
と
さ
れ
て
い
る
低
線

量
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
肺
が
ん
検
診
の

費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

●
対
象
者
＝
受
診
日
時
点
で
50

歳
以
上
の
県
民

※
た
だ
し
、
次
の
人
は
除
き
ま

す
。

①
肺
が
ん
の
治
療
中
等
で
医
師

の
管
理
下
に
あ
る
人

②
市
の
肺
が
ん
検
診
で
要
精
密

検
査
に
な
っ
た
人

●
実
施
期
限
＝
平
成
23
年
３
月

31
日
（
木
）

※
定
員
に
達
す
る
ま
で

●
自
己
負
担
額

　

＝
２
，
５
５
０
円

●
受
診
で
き
る
医
療
機
関

　

県
民
健
康
プ
ラ
ザ
鹿
屋
医
療

セ
ン
タ
ー
、
井
ノ
上
病
院
、

池
田
病
院
、
福
田
病
院

※
市
外
の
病
院
に
つ
い
て
は
、

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.p
ref.kag

o
sh
im
a.

jp/

）
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
受
診
方
法
＝
受
診
で
き
る
医

療
機
関
に
直
接
予
約
を
し
て

く
だ
さ
い
。

●
受
診
時
に
必
要
な
も
の
＝
運

転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
な

ど
【
問
い
合
わ
せ
】

　

県
健
康
増
進
課

　

☎
０
９
９ｰ

２
８
６ｰ
２
７
２
１
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　年末年始の市役所の一般業務は、12月 29日（水）～１月３日（月）まで休みとなります。そのほかの各
施設・業務については、利用できない日が異なりますのでご注意ください。
　なお、下表の日程以外の休日については、各施設にお問い合わせください。

号番話電設　施　各区地
12月 １月

27 28 29 30 31 1 2 3 4 5
月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

通
共

市役所本庁・分庁舎・各総合支所・各出張所・各サー
ビスコーナー ☎ 0994-43-2111

○ ○ × × × × × × ○ ○  ※出生届、婚姻届、死亡届などは、休日も市役所及び各総合支所の 
      警備室で受付可

区
地
屋
鹿

1001-53-4990☎やのかィテシナリ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
※ 12/29（水）から 1/3（月）は 17 時まで
自動交付機（リナシティかのやバス待合所内） ☎ 0994-35-1001 ○ ○ × × × × × × ○ ○

○○○○×○○○○○6912-54-4990☎」苑きつもき「場葬火
○○××××××○×0839-34-4990☎館書図立市
○○××××××○○1230-44-4990☎等設施習学各・館民公央中
○○○○○×××○○1227-34-4990☎トーコスニテ・館育体市
○○○○×○○2223-24-4990☎場フルゴ・ドンウラグやのか
○○○○○×××○○2650-24-4990☎トーコスニテ園公動運康健原西

かのやばら園　※ 1/2（日）・3（月）は 16 時まで
☎ 0994-40-2170

× × × × × × ○ ○ × ○
霧島ヶ丘公園　※有料施設以外は年末年始も利用可 × × × × × × × × × ○

○○○○○○○○○○1360-44-4990☎園物動小
○○××××××○×8700-04-4990☎館念記道鉄
○○××××××○○1116-14-4990☎ータンセ合総産物光観
○○××××××○○3320-24-4990☎館料史地基空航屋鹿

アジア・太平洋農村研修村民族館 ☎ 0994-45-2872 × ○ × × × × × × ○ ○
○○××××××○○8809-44-4990☎ータンセ人婦労勤
○○××××××○×5289-44-4990☎ータンセ童児

区
地
平
吾

コミュニティセンター吾平振興会館 ☎ 0994-58-6036 ○ ○ × × × × × × ○ ○
○○××××××○○6006-85-4990☎設施育体各

7155-85-4990☎陵上山平吾
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○※ 12/31（金）は 23 時 55 分から 1/1 日（土）17 時 30 分まで

※ 1/2（日）・3（月）は 7時 30 分から 17 時 30 分まで
交流センター「湯遊ランドあいら」 ☎ 0994-34-4500 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7098-85-4990☎」きぶわつ「館産物平吾 × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ×
 ※ 12/31（金）は 23 時から 1/1（土）17 時 30 分まで

7915-85-4990☎園公域広隅大 ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○
 ※ 12/31（金）は 23 時から 1/1（土）17 時まで
ウォーターパール館（吾平自然公園） ☎ 0994-58-8439 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

区
地
北
輝

輝北コミュニティセンター・各校区公民館 ☎ 099-486-0505 ○ ○ × × × × × × ○ ○
○○××××××○○6050-684-990☎設施育体各・館育体

0091-584-990☎園公ばわう北輝・館球天北輝 × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×
※ 12/31（金）から 1/3（月）は 22 時まで
輝北総合福祉センター温泉公衆浴場 ☎ 099-486-0777 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
※ 12/31（金）から 1/3（月）は 17 時まで

区
地
良
串

○○××××××○○3262-36-4990☎館分各・館民公良串
○○××××××○○0054-13-4990☎設施育体各・ナーリア和平良串
○○○○○○○○○○6211-36-4990☎泉温らくさ良串
○○××××××××1018-26-4990☎館いあれふ境環

串良農産物等直売施設「みどりの停車場」 ☎ 0994-63-7692 ○ ○ ○ ○ × × × × × ○
○○××××××○○0305-36-4990☎ータンセいあれふ良串

各 施 設

年末年始 市役所 般業務は 月 日（水） 月 日（月）ま 休み

 年末年始休日のお知らせ
情報掲示板
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し尿のくみ取り

地区 業　者　名 電話番号
12月 １月

27 28 29 30 31 1 2 3 4 5

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

鹿屋地区
鹿屋衛生管理センター㈱ ☎ 0994-44-3311 ○ ○ ○ × × × × × ○ ○

㈱西日本浄化サービス ☎ 0994-43-3425 ○ ○ ○ × × × × × ○ ○

吾平地区 ㈲肝属環境サービス ☎ 0994-65-2775 ○ ○ ○ × × × × × ○ ○

輝北・串良地区 ㈱大隅衛生鹿屋 ☎ 0994-62-4148 ○ ○ × × × × × × ○ ○

ごみの種類 持ち込み場所 住　　　所 電話番号
燃やせるごみ・燃やせないごみ・粗大ごみ 肝属地区清掃センター 串良町下小原 3893 番地 8 ☎ 0994-63-0168
資源物 ( 古紙類・ペットボトル・空きびん・
　　　　空き缶等・金属製粗大ごみ）

鹿屋市資源センター 下高隈町 4319 番地 1 ☎ 0994-45-2900

センター名

12月 １月

18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5

土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

肝属地区清掃センター ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○

鹿屋市資源センター ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○

　今年の年末のごみの持ち込みは、12月 30日（木）までとなっています。例年、年末になるとごみの持ち
込みで肝属地区清掃センター及び鹿屋市資源センターは混雑し、持ち込むまでに大変時間がかかります。
　場合によっては、例年以上の混雑（待ち時間が数時間）が予想
されますので、年末の 12月 25 日（土）から 30日（木）までを
避けて、早めに持ち込むようにしてください。
　なお、ごみステーションに出せるごみは、なるべくごみステー
ションを利用してください。

●ごみの種類・持ち込み場所等

●年末年始の開所日 時間＝８時 30分～ 12 時、13 時～ 16 時 30 分

ごみの持ち込み

※詳しくは、各センターにお問い合わせください。

バスの種類
12月 １月

27 28 29 30 31 1 2 3 4 5

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

鹿児島中央駅～鹿屋間直行バス ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

市街地巡回バス「かのやくるりんバス」 ○ ○ × × × × × × ○ ○

くしらふれあいバス ○ ○ × × ○

【問い合わせ】大隅交通ネットワーク　☎ 0994-65-2258

　鹿児島中央駅～鹿屋間直行バスや市街地巡回バス「かのやくるりんバス」等の
年末年始の運行日をお知らせします。

バ   ス

※必ず、分別をして搬入してください。分別が間違っている場合は、持ち込みをお断りすることがあります。

※その他路線バスは、12/31（金）～ 1/3（月）まで日祝ダイヤとなります。

市役所・その他施設の    年末年始休日のお知らせ市役所・その他施設の   
Information
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情報掲示板Information

11月の鹿屋市地区別子牛のせり市結果（売却のみ） 消費税抜価格

地区名 性別  頭数（頭） 平均価格（円） 最高価格（円） 最低価格（円） 平均体重（kg）

鹿屋地区
めす 150 305,973 592,000 131,000 258
去勢 172 382,802 556,000 237,000 291

吾平地区
めす 47 300,213 508,000 125,000 267
去勢 49 397,551 563,000 252,000 298

串良地区
めす 208 325,154 819,000 29,000 253
去勢 221 404,493 631,000 211,000 287

輝北地区
めす 75 339,627 653,000 157,000 268
去勢 77 431,247 557,000 226,000 308

■テレホンガイドかのや
　☎０９９４-４２- ４０００
　（平日）イベント等を案内
　（休日）休日救急当番医及び歯科休日急患在宅医を案内
■大隅肝属地区消防組合テレホンサービス
　☎０９９４-４３- ０１１９
　（平日）午後 5時から夜間救急当番医を案内
　　　　  ※ただし、火災発生時は一時火災情報に変わります。
　（休日）休日救急当番医及び歯科休日急患在宅医を案内

 ※休日救急当番医の診療は、急病に対する処置ですので、翌日はかかりつけの医師などの診療を受けてください。
　 原則として、投薬期間は通常 1日分とします。

※ 休日救急当番医及び歯科休日急患在宅医は、変更になることがあ
ります。各医療機関にご確認のうえ、受診してください。

◇鹿屋市医師会　　 診療時間　午前８時 30 分～午後６時
月　日 医療機関 住　所 電話（0994）

12 月 19 日
 吉重内科消化器科 西大手町 41-3100
 はるしま整形外科クリニック 旭原町 41-2211

23 日
 幸田内科 寿 4丁目 43-5000
 小林クリニック 上谷町 41-0700

26 日
 森田胃腸科内科医院 郷之原町 40-2822
 そえじまクリニック 旭原町 41-6800

29 日
 児玉上前共立病院 寿 5丁目 43-2510

　 児玉上前共立病院 寿 5丁目 43-2510
 鮫島整形外科病院 寿 1丁目 43-2535

30 日
 中原クリニック 横山町 48-2011

　 おひさまこどもクリニック 新川町 42-7822
 よしどめ整形外科 川西町 31-1700

31 日
 長﨑内科 笠之原町 43-2195

　 こだま小児科 笠之原町 41-5111
 小倉記念病院 寿 8丁目 44-7171

1 月   １日
 鹿屋ハートセンター 札元 2丁目 41-8100

　 えとう小児科 札元 2丁目 40-3700
 かのや東病院 笠之原町 42-3111

２日
 吉重内科消化器科 西大手町 41-3100

　 やのファミリークリニック 寿 4丁目 43-6248
 徳田脳神経外科病院 打馬 1丁目 44-1119

３日
 園田クリニック 旭原町 43-8181

　 まつだこどもクリニック 西原 2丁目 52-0507
 小林クリニック 上谷町 41-0700

９日
 伊東クリニック 札元 2丁目 43-3500

　 こだま小児科 笠之原町 41-5111
 たんぽぽクリニック 川西町 42-6778

10 日
 末次内科循環器科 新生町 43-2331

　 おひさまこどもクリニック 新川町 42-7822
 検見崎病院 西原 1丁目 43-2991

16 日
 幸田内科 寿 4丁目 43-5000

　 えとう小児科 札元 2丁目 40-3700
 白浜外科 西原 1丁目 43-4195

12 月・１月の歯科休日急患在宅医

◇肝属東部医師会　　　　診療時間　午前９時～午後５時
月　日 医療機関 住　所 電話（0994）

12 月 19 日
山内クリニック 肝付町前田 65-8181
内村産婦人科 串良町岡崎 63-2521

26 日
ルミコ医療ステーション 肝付町前田 65-0921
児玉医院 東串良町川東 63-8522

1 月   ２日
吉川医院 肝付町前田 65-2022
内村産婦人科 串良町岡崎 63-2521

９日
小野医院 肝付町前田 65-2314
はらだ整形外科 東串良町池之原 63-8080

16 日
小浜クリニック 吾平町上名 58-6025
岩重医院 東串良町川東 63-8514

◇鹿屋市歯科医師会　　　　  診療時間  午前９時～午後３時
月　日 医療機関 住　所 電話（0994）

12 月 19 日 近藤歯科医院 西原 4丁目 44-5373
23 日 さかもと歯科クリニック 寿 8丁目 44-2003
26 日 重久歯科医院 向江町 42-4470
30 日 あおぞら歯科 西原 1丁目 36-5688
31 日 池田病院歯科 下祓川町 43-6468

１月   １日 ひらおか歯科 新川町 41-3060
２日 中野歯科医院 共栄町 41-7455
３日 四元歯科医院 西原 1丁目 42-2687
９日 島田歯科 打馬 2丁目 44-0180
10 日 下浜歯科医院 川西町 41-5888
16 日 すみの歯科医院 寿 3丁目 42-2959

12 月・１月の休日救急当番医

…内科　　…小児科　 …外科小

小

小

小

小

小

小

小

小

小
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■先着順100台　■補助額1万5千円
　■期間 : 平成23年3月31日まで

お済みですか？住宅用火災報知器の取付

パナソニック
けむり当番
ねつ当番

2,780|2,780|

鹿児島県は平成23年5月31日までとなっております
設置期限が迫っています

・お体の不自由な方
・65歳以上の方 半額 ※お急ぎの場合は、

　出張費がかかる場合があります。

取付承ります:1箇所1,000円  2箇所目からは1箇所につき+500円
例=3箇所取付の場合は2,000円（天井高3m以内に限ります）

☎（0994）43-3505

電動アシスト自転車購入費補助金受付中!

B

鹿
屋
市

89,800|89,800|
ヤマハ パスリチウムS
1充電あたり24km（オートエコモード時）
当店通常価格
98,800円を

パナソニック リチウムビビNX
1充電あたり17km（オートエコモード時）
当店通常価格
74,800円を

※補助金はなくなり次第終了致します。

69,800|69,800|

上記取付費の

　広告コーナーは、地域活性化と市民の皆さ
んへの情報提供を目的とし、市の自主財源確
保の一環として行われるものです。
　今年度から、鹿屋市以外の企業等も「広報
かのや」へ広告を掲載できるようになりました。

【広告の申し込み・問い合わせ先】
㈱綜合印刷 ☎ 0994-43-2093

鹿児島県鹿屋市寿8丁目1番38号
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広報

鹿屋市ホームページ
http://www.e-kanoya.net/

　「みんな元気」は、子どもはもち
ろん、高齢者やグループ、同好会な
どの皆さんを掲載するコーナーです。
　皆さんの元気いっぱいの写真を広
報紙に掲載してみませんか。詳しく
は、秘書広報課（☎ 0994-31-1123）
までご連絡ください！

　11月12日、高須海岸で高須小
学校全校児童48人と保護者が参
加して「浜辺の給食」授業が行
われました。
　この授業は、自然活動を通し
て、学年を超えた児童の絆を築
こうと行われたもので、給食は、
秋刀魚の塩焼きと同校児童が植
え付け、収穫した甘藷の焼き芋、
牛乳の３品。児童は５班に分か
れ各々、料理組と食卓組に分か
れて、食卓組は、砂浜にショベ
ルで穴を掘り進め、それぞれ個
性的なテーブルを作り、料理組
は、漂流した木切れを活用する
など、工夫しながら食材を焼き、
浜辺での給食を満喫しました。

市の花「ばら」

吾平総合支所 吾平町麓 3317 番地 ☎ 0994-58-7111
輝北総合支所 輝北町上百引 3914 番地ロ ☎ 099-486-1111
串良総合支所 串良町岡崎 2081 番地 ☎ 0994-63-3111

　 　　  平成 22 年 12 月 13 日発行　No.119
　　　発行／ 鹿屋市役所　　編集／ 総務部秘書広報課

〒 893-8501 鹿屋市共栄町 20 番 1号
　　　　　　  ☎ 0994-43-2111

熊野神社のイヌマキ
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立石　璃
り お ん

音くん（10か月）
串良町有里

元気に育ってね。（パパ・ママより）

山畑　礼
ら い あ

愛ちゃん（2歳）
　　　来

く れ あ

怜愛ちゃん（1歳）
串良町岡崎

これからも元気で明るい子どもに
育ってね (ママより)

弘田　陽
は る と

士くん（6歳）
　　　旭

あさひ

くん（3歳）
輝北町平房

我が家の太陽、仲良く元気に育って
ね !

みんなみんな

人口と世帯数
平成 22 年 11 月１日現在

対前月比
総　数 105,132 人　（＋   48）
男 49,809 人　（＋   19）
女 55,323 人　（＋   29）
世帯数 45,680 世帯（＋   19）

面　積　448.33㎢

No.60

新生町

與あ
た
え　

姫き

こ子
ち
ゃ
ん
（
６
か
月
）

新
川
町

ち
ょ
っ
ぴ
り
体
は
小
さ
い
け
れ
ど
、
と
っ

て
も
成
長
の
早
い
姫
子
ち
ゃ
ん
。
す
く
す

く
、
元
気
に
育
っ
て
ね
。

　市では、イベント情報、市の
施策等を紹介するラジオ広報番
組を放送しています。

 ●放 送 局＝ＦＭかのや
 　　　　　　（77.2ＭＨｚ）
 ●放送時間＝概ね８時５分～
 　　　　　　概ね16時５分～
 ●放 送 日＝毎週月曜日から
 　　　　　　金曜日（祝日を除く）

　大雨や台風襲来時にＦＭかの
やの放送を通して、防災情報を
市民の皆さんにお伝えしていま
すので、お聴きください。


